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2017年10月28日.

岡澤 裕，水越幸輔，大久保 捷奇，Kaidiliavi Sulidan, 小山　侑，小島 豊，五藤倫敏，折茂 彰，坂本一博：講演：中間型上皮間葉移行による患者大腸癌細胞クラスターの転

移への寄与、第72回日本消化器外科学会総会　7月20日～22日2017年 金沢

橋爪 茜, 佐伯 春美, 泉 浩, 奥山 直子, 岡崎 哲也, 中村 博, 喜納 勝成, 冨田 茂樹, 鈴木 千賀子, 野島 美知夫,子宮腺肉腫の2例, 第58回日本臨床細胞学会総会, 大阪, 2017
年5月26日.

冨田 茂樹, 佐伯 春美, 橋爪 茜, 泉 浩, 本田 大介, 毎熊 政行, 高原 久嗣, 林野 久紀, 上田 善彦, 飯高 和成, ループス腎炎における炎症性細胞浸潤巣の基本的検討[第一

報]. 第60回日本腎臓学会学術総会, 仙台, 2017年5月26日.

水越幸輔，岡澤 裕，小山 侑，大久保 捷奇，Kaidiliavi Sulidan, 伊藤恭彦，小見山博光, 小島 豊，五藤倫敏，垣生園子，樋野興夫，折茂 彰，坂本一博: 講演：患者大腸癌

由来PDXおよびオルガノイドを使用した転移モデルの樹立、 第28回 日本消化器癌発生学会総会  2017年11月17日(金) ～ 18日(土)　熊本

鳥山 茜, 佐伯 春美, 泉 浩, 冨田 茂樹, 塩澤 晃人, 肥後 隆三郎, 芳川 洋, 鼻性視神経症に対し施行した蝶形骨洞開放術にて、転移性前立腺癌であった1例, 第106回 日本病

理学会総会, 新宿, 2017年4月28日.

冨田 茂樹. シンポジウム9　確定診断につながる検査とその実際. 確定診断につながる検査とその実際確定診断につながる免疫組織化学的検討. 第47回日本腎臓学会東部

学術総会, 横浜, 2017年10月29日.
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石井 惇也, 小笠原 有紀, 鈴木 恭子, 橋爪 茜, 大日方 薫, 岡崎 任晴：　腹腔鏡下開窓術を施行した巨大肝嚢胞の1例、 日本小児科学会、平成29年4月14日〜16日、東京

中村 博, 磯村 考, 市川 彩果, 坪内 優子, 岡崎 哲也, 奥山 直子, 喜納 勝成, 橋爪 茜, 鈴木 千賀子, 泉 浩. 細胞診の内部精度管理 ISO取得を目指した内部精度管理の取り

組み. 第58回日本臨床細胞学会、平成29年5月26日〜5月28日、大阪

橋爪茜、佐伯春美、泉浩、冨田茂樹、塩澤晃人、肥後隆三郎、芳川洋 、 平松一平、辻村晃. 鼻性視神経症を呈した、前立腺癌の1例〜デガレリクスの使用経験を踏まえ〜. 総
武泌尿器科病理研究会、　平成29年6月10日、越谷

松岡周二：悪性リンパ腫細胞やATL細胞をアナポコーシス（Anapocosis)によって破壊する治療抗体　第21回日本がん分子標的治療学会学術集会　九州大学百年講堂平成

29年6月16日

松岡周二：Cell Death of activated lymphocytes and lymphoma/leukemia cells induced by MHC class I and II mAbs (Anapocosis) 抗体医薬開発の新しい戦略　（シ

ンポジウム）第76回日本癌学会学術集会　横浜パシフィコ2017年9月19日

Matsuoka S, Yagita H, Uchida K: Anapocosis: Direct cell death of lymphoma cells induced by mAbs、 第46回日本免疫学会学術集会、　仙台国際センター、2017年
12月12日

濱野慶朋，伊藤　吹夕，鈴木章一，鈴木治，古浦美奈子，梶野一徳，佐伯春美，松岡周二，小林敏之，杉谷善信，折茂彰，樋野興夫，湯村和子，丸山直記，亀岡洋祐，鈴木
和男: 新しいANCA関連血管炎自然発症モデルSICMの病理学的解析、第23 回MPO 研究会，帝京大学、東京、2017

Harada M, Sugimoto A, Matsuoka Si, Takemori T: CD81 is associated with non-apoptotic cell death in B cell lymphoma cell lines through HLA-DR
alpha/beta engagement 第46回日本免疫学会学術集会、仙台国際センター、2017年12月12日

山田 敦子, 氏平 崇文, 瀬山 理恵, 石田 ゆり, 大塚 彩, 笠原 華子, 小泉 朱里, 都築 陽欧子, 宮国 泰香, 鈴木 千賀子, 田嶋 敦, 菊地 盤, 野島 美知夫, 吉田 幸洋, 佐伯 春美、

当院のSmooth muscle tumor of uncertain malignant potential(STUMP)と診断された症例の検討、第59回日本婦人科腫瘍学会学術講演会、熊本、2017年7月29日

難波由喜子、鳥山茜、泉浩、佐々木信一、冨田茂樹：　両側にスリガラス影を認めた肺疾患の一例. 呼吸器病理研究会、2017.8.19、広島市立病院

Tsurui H: PreciMHCse estimation of residue-residue interaction in TCR-pMHC complex by Fragnment Molecular Orbital (FMO) calculation. 日本免疫学会学

術集会、仙台、平成29年12月12日

何 聰, 福村 由紀, 鳥山 茜, 小倉 加奈子, 笹原 典子, 三谷 恵子, 八尾 隆史. 幽門腺腺腫(PGA)および幽門腺化生(PM)の胆嚢発癌における意義の検討. 第106回日本病理

学会総会、平成29年4月27日〜29日、東京

Tsurui H, Tsuchiya Y, Namiuchi Y, Wako H: Characterization of TCR-pMHC interaction at residue-level based on FMO and PIEDA, CBI学会、東京、平成29
年10月3日

Tsuchiya Y, Namiuchi Y, Wako H, Tsurui H: The distinct dynamic mechanisms of peptide recognition by  specific and cross-reactive T-cell receptors. CBI学
会、東京、平成29年10月3日

濱野 慶朋, 梶野 一徳, 林 大久生, 佐伯 春美, 松岡 周二, 小林 敏之, 杉谷 善信, 折茂 彰, 岸川 さつき, 荒川 敦, 樋野 興夫, 八尾 隆史：肺結節性病変の中に小血管炎と著明

な好酸球浸潤を認めたPR3-ANCA陽性の一例. 脈管学 58: 36, 2018　(発表は第22回日本血管病理研究会、平成29年11月11日　 東京（東邦大学医療センター大橋病院）
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区分 番号 国際共同

特別講演・
招待講演

1

特別講演・
招待講演

2

特別講演・
招待講演

3

特別講演・
招待講演

4

特別講演・
招待講演

5

特別講演・
招待講演

6

特別講演・
招待講演

7

特別講演・
招待講演

8

特別講演・
招待講演

9

特別講演・
招待講演

10

特別講演・
招待講演

11

特別講演・
招待講演

12

樋野興夫：「がん哲学外来〜人生から期待されている価値ある存在〜」。第60回鳥取県公衆衛生学会、平成29年7月6日、米子

樋野興夫：見据える勇気〜「凛として生きる為に」〜。がん哲学外来市民学会第6回大会、平成29年7月9日、神戸

樋野興夫：“がん”も単なる個性。福井県済生会病院集学的がん診療センター・がん教育特別授業「生きるの教室」、平成29年3月4日、福井

樋野興夫：がん哲学外来〜医療の隙間を埋める〜。平成28年度緩和ケアを考える集い、平成29年3月5日、島根

樋野興夫：がん哲学外来〜「状況の悪い時こそ明るい面を見よ」〜。市民公開講座　第30回センターセミナー・第28回がん情報提供の会、平成29年3月23日、獨協大学

樋野興夫：遺伝病も単なる個性である社会構築を目指して〜「がん哲学＆がん哲学外来」〜。第41回日本遺伝カウンセリング学会学術集会、平成29年6月23日〜25日、大阪

樋野興夫：「がんを哲学する？」〜「吉田富三記念福島がん哲学外来」での学びから〜。平成29年度第1回臨床腫瘍セミナー。平成29年10月3日、福島

樋野興夫：がんと生きる哲学。九州大学病院がんセンター市民公開講座。平成29年11月18日、福岡

樋野興夫：言葉の処方箋〜あなたはそこにいるだけで価値ある存在。登米市がん予防特別講演会、平成29年10月26日、宮城県登米市

樋野興夫：楕円形の精神〜遺伝性がんと環境発がん〜。第23回日本家族性腫瘍学会学術集会、平成29年8月4〜5日、札幌

樋野興夫：がんを丸ごと理解する病理学。第76回日本癌学会総会、平成29年9月28〜30日、横浜　 p225

樋野興夫：病気は人生の夏休み〜病気であっても、病人ではない〜。米子医療センター・がん医療講演会、平成29年2月4日、米子

発表者名、演題、学会名、場所、発表年月日等

Sugitani Y. et al. Different functional mode of Brn factors in temporally cordinated production of neocortical cell diversity.発生生物学会、東京、2017年5月10
日

福村 由紀, 何 聰, 高瀬 優, 橋爪 茜, 小倉 加奈子, 笹原 典子, 三谷 惠子, 八尾 隆史. 幽門腺腺腫(PGA)および幽門腺化生(PM)の胆嚢発癌における意義の検討. 第53回日

本胆道学会、平成29年9月28日〜29日、山形



特別講演・
招待講演

13

特別講演・
招待講演

14

区分 番号 国際共同

知的財産権の出
願・取得等

1

区分 番号 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1

その他
（広報活動を含む）

2

その他
（広報活動を含む）

3

その他
（広報活動を含む）

4

その他
（広報活動を含む）

5

その他
（広報活動を含む）

6

その他
（広報活動を含む）

7

その他
（広報活動を含む）

8

その他
（広報活動を含む）

9

その他
（広報活動を含む）

10

冨田茂樹：司会. 食道病理勉強会.第8回病理研修会,  浦安, 2017年3月14日.

冨田茂樹：　座長. 悪性腫瘍と腎障害 腎生検病理診断取扱い規約に向けて.コンパニオンミーティング, 第106回 日本病理学会総会, 新宿, 2017年4月27日.

発表者名・著者名、活動内容・タイトル等、掲載・発表情報等

樋野興夫：「医療の協働体の時代に向けて〜Medical Village構想〜」。Cardiovascular Anesthesia, 21: 7, 2017

藤原康弘、勝俣範之、樋野興夫：クロージングセッション「SHIN-新、真、信・時代の幕開け」。ジャパンキャンサーフォーラム、平成29年8月19〜20日、日本橋　（パネリスト）

冨田茂樹：司会. 細胞診 病理勉強会. 体腔液・肺癌　第7回病理研修会,  浦安, 2017年2月18日.

冨田茂樹, 腎生検の病理診断 第70回　Seminar in Diagnostic Pathology　岩手医科大学病理診断学講座，盛岡, 2017年7月20日

冨田茂樹：司会. 大腸腫瘍病理勉強会.第9回病理研修会,  浦安, 2017年10月3日.

冨田茂樹：司会. 細胞診 病理勉強会.　乳腺・肝胆膵 第10回病理研修会,  浦安, 2017年10月31日.

折茂彰：Olaratumab Non-Clinical Researchアドバイザー会議出席、業務：プレゼンターおよびアドバイザー、平成29年5月15日　9時30分～15時15分ステーションコンファ
レンス東京

折茂彰：座長：[J11-2] 一般口演（和）癌微小環境　第76回日本癌学会学術総会、横浜、2017年9月29日

発明者名、発明の名称、出願番号

水谷奈津子、阿部雅明、松岡周二、大辻奈穂美、羽多野良、樋野興夫、抗CD10抗体　JP2017/023104 米国

樋野興夫：“がん”も単なる個性。福井県済生会病院　集学的がん診療センター/がん教育特別授業「青少年のためのがんセミナー」。平成29年11月25日、福井

樋野興夫：がん教育と新渡戸稲造―病気であっても、病人ではない―。第10回岩手県がんフォーラム。平成29年11月23日、岩手



その他
（広報活動を含む）

11

その他
（広報活動を含む）

12 佐伯　春美、医学の懸け橋～私が病理医になるまで、文部科学省新学術領域研究 『学術研究支援基盤形成』 コホート・生体試料支援プラットフォーム主催　青少年のための

がんセミナー、宇都宮、2017年1月9日

折茂彰：第2回イノベーター・オブ・ザ・イヤー諮問委員


